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　白：山形中央（＃４，５，６，７，９）、青：山形商業（＃４，６，７，８，９）、ともにマンツーマンで始ま
る。両チームとも激しいディフェンスでシュートを許さない。先制白＃６のゴール下シュート、続け
て白＃６のバスケットカウントで得点を重ねる。その後も山形中央のシュートが決まり、6分１０－
０で、山形商業1回目のタイムアウト。タイムアウト後＃１０がレイアップシュートを決め、プレーに
勢いがでる。しかし、山形中央の激しいディフェンスにより得点差は縮まらず、１９－４で１Ｑ終
了。
　青＃８、＃６が積極的にドライブし、ファウルをもらい得点する。負けじと白＃４も３Ｐを決める。
山形商業が勢いにのってきたとき、山形中央前半1回目のタイムアウト。しかし、タイムアウト後も
山形商業の勢いは止まらない。山形商業点差を縮め２６－２３で前半を終える。
　３Ｑ先制は白＃６のゴール下シュート。その後、青＃８の３Ｐが決まり、山形中央に喰らいつく。
山形商業、果敢にドライブしファウルをもらい得点していく。山形中央もミドルシュートやゴール下
で攻め、両チームとも得点を取られたら取り返す。３Ｑ残り1分３８－３４、山形中央後半1回目の
タイムアウト。タイムアウト後、山形商業はオールコート１－２－２からハーフマンツーマンで山形
中央を混乱させ、４０－３６で３Ｑを終える。
　山形中央アンスポーツマンライクファウルを取られるが、山形商業は得点に結びつけられな
い。白＃４の３Ｐが決まり、４５－３６、山形商業たまらずタイムアウト。山形中央合わせのシュー
トを決め３８－４９で山形商業2回目のタイムアウト。山形商業、最後まで諦めずに食らいつくが、
６２－５４で山形中央が勝利した。
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大会名 令和元年度　第３０回山形県高等学校バスケットボール選手権大会

日時 20 27 (一財)山形県バスケットボール協会日


